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対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 　
　

深
夜
で
も
形
原
側
か

ら
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
蒲
郡
側

へ
向
か
う
車
線
の
青
信
号

点
灯
時
間
が
非
常
に
短
い

理
由
を
伺
う
。

　
　

蒲
郡
警
察
署
に
よ
る

と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

へ
右
折
し
進
入
す
る
車
両

に
考
慮
す
る
た
め
と
い
う

理
由
で
あ
っ
た
。

　
　

鹿
島
大
橋
東
交
差
点

付
近
の
通
勤
時
の
渋
滞
対

策
に
つ
い
て
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　

国
道
２
４
７
号
の
４

車
線
化
に
よ
り
、
車
両
渋

滞
緩
和
と
安
全
で
円
滑
な

道
路
交
通
の
確
保
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
。

プラスチック資源循環促進法が施行されます

等
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
取
組
を
加
速
し

て
い
く
た
め
に
は
、
市
内

外
を
問
わ
ず
、
様
々
な
事

業
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

 　
　

課
題
と
問
題
点
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

事
業
者
の
事
務
負
担

や
公
契
約
に
係
る
労
働
者

へ
の
周
知
が
行
き
渡
り
に

く
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ

る
の
で
、
適
切
な
労
働
環

境
が
整
備
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
３
月
定
例
会
に
条

例
案
を
提
出
し
た
い
。

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
再

生
可
能
な
資
源
と
し
て
循

環
さ
せ
る
に
は
ど
の
よ
う

な
方
向
性
か
。

　
　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

焼
却
し
て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
利
用
す
る
サ
ー
マ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
に
再
生
利
用

す
る
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ

ク
ル
、
化
学
原
料
と
し
て

再
生
利
用
す
る
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
が
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑

え
、
資
源
を
循
環
さ
せ
る

リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
が

重
要
で
あ
り
、
資
源
循
環

や
環
境
負
荷
の
軽
減
が
図

ら
れ
る
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
や
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
の
比
率
を
今
ま
で

以
上
に
高
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
　

脱
炭
素
に
取
り
組
む

に
あ
た
り
、
何
に
重
点
を

置
い
て
企
業
同
士
の
連
携

環
境
・
経
済
政
策

に
つ
い
て

公
契
約
条
例
に
つ
い
て

問答

問 答答

問

　
　

西
浦
町
地
内
の
観
光

道
路
へ
の
落
石
状
況
を
伺

う
。

　
　

土
地
所
有
者
が
対
策

工
事
を
施
工
す
る
が
、
改

善
さ
れ
な
い
場
合
は
市
が

道
路
に
落
石
防
止
柵
を
設

置
す
る
等
の
検
討
も
行
う
。

　
　

蒲
郡
市
道
路
情
報
マ

ッ
プ
に
農
道
の
記
載
が
な

い
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

農
道
20
路
線
の
情
報

に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い

く
。

 　
　

市
道
西
名
田
的
場
１

号
線
・
西
浦
堂
前
浜
田
１

号
線
（
形
西
線
）
の
横
断

歩
道
設
置
に
つ
い
て
、
形

西
線
沿
い
の
消
防
署
西
部

出
張
所
建
設
中
の
付
近
へ

の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

蒲
郡
警
察
署
や
地
域

住
民
と
連
携
し
交
通
安
全

観
光
道
路
等
の
維
持

管
理
に
つ
い
て

カ
イ
ン
ズ
入
口
交
差
点

の
信
号
機
に
つ
い
て

横
断
歩
道
設
置
に
つ
い
て

問答答

問

問

問

問答

も
本
市
や
千
葉
県
流
山
市
、

大
阪
市
等
で
信
者
議
員
が

誕
生
し
た
と
い
う
。
著
書

の
内
容
が
真
実
で
あ
れ
ば
、

平
成
15
年
の
市
議
会
議
員

の
選
挙
で
新
た
に
当
選
し

た
誰
か
が
該
当
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
市

は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　

市
の
事
務
と
は
直
接

関
係
な
い
た
め
、
答
弁
は

控
え
る
。

　
　

元
信
者
の
証
言
と
し

て
、
そ
の
と
き
に
初
当
選

し
た
市
議
会
議
員
は
旧
統

一
教
会
の
豊
橋
の
教
会
長

を
し
て
い
た
と
い
う
が
、

市
は
認
識
を
し
て
い
る
の

か
。

　
　

繰
り
返
し
と
な
る
が
、

市
の
事
務
と
は
直
接
関
係

な
い
た
め
、
答
弁
は
控
え

る
。

　
　

蒲
郡
市
名
誉
市
民
の

中
で
旧
統
一
教
会
と
関
係

の
あ
る
方
が
い
る
か
、
市

は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　

現
在
、
蒲
郡
市
名
誉

市
民
は
９
名
い
る
が
、
旧

統
一
教
会
と
関
係
が
あ
る

方
が
い
る
か
ど
う
か
、
市

と
し
て
把
握
は
し
て
い
な

い
。

　
　

名
誉
市
民
と
し
て
推

挙
し
た
際
、
旧
統
一
教
会

と
の
関
係
を
認
識
し
て
い

た
か
。

　
　

名
誉
市
民
は
９
名
い

る
が
、
旧
統
一
教
会
と
関

係
の
あ
る
方
が
い
る
か
ど

う
か
、
市
と
し
て
把
握
は

し
て
い
な
い
。

　
　

鈴
木
エ
イ
ト
氏
著
書

「
自
民
党
の
統
一
教
会
汚

染
追
跡
３
０
０
０
日
」
に

よ
る
と
、
信
者
自
身
が
素

性
を
隠
し
て
地
方
選
挙
に

出
馬
、
幾
人
か
は
当
選
し
、

確
認
で
き
て
い
る
だ
け
で

旧
統
一
教
会
に
つ
い
て

問答問答問

問答 答

自由クラブ
鈴木基夫

自由クラブ
尾崎広道

答答

大向正義
自民党市議団

ど
利
用
が
な
い
た
め
で
す
。
今

後
は
備
品
倉
庫
と
し
て
利
用
の

予
定
で
す
。

●
本
会
議
で
の
主
な
論
点

賛
成
５
年
３
月
に
完
了
す
る
武

道
館
の
工
事
で
は
、
耐
震
化
に

加
え
、
競
技
場
床
面
の
改
修
、

空
調
機
の
設
置
等
の
施
設
改
善

が
行
わ
れ
、
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
も
利
用
者
に
応
分
の
費

用
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

や
む
を
え
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
原
価
計
算
に
加
え
他

市
と
の
均
衡
等
を
考
慮
し
た
も

の
で
あ
り
、
利
用
者
に
も
十
分

理
解
を
得
ら
れ
る
と
判
断
す
る
。

た 

だ
し
、  

公
布
の
日
か
ら
４
月

１
日
以
後
の
利
用
許
可
を
受
け

た
者
か
ら
は
、
改
正
後
の
条
例

に
定
め
る
額
の
使
用
料
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。

文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

本
条
例
案
は
４
月
１
日
の

施
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
施
設

の
利
用
予
約
は
い
つ
か
ら
開
始

と
な
る
か
。

答　

条
例
上
、
施
設
の
予
約
は

２
か
月
前
か
ら
可
能
な
た
め
、

２
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

問　

武
道
館
会
議
室
を
廃
止
す

る
理
由
は
。
ま
た
、
廃
止
し
た

後
の
部
屋
の
利
用
予
定
は
。

答　

会
議
室
と
し
て
、
ほ
と
ん 

　

奥
林
児
童
遊
園
地
の
位
置
を

  「
竹
谷
町
神
田
35
番
４
」
か
ら

  「
竹
谷
町
道
泉
９
番
１
」
に
移

転
し
ま
す
。

●
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

移
転
す
る
奥
林
児
童
遊
園

地
に
は
、
ど
の
よ
う
な
遊
具
を

置
く
予
定
か
。

答　

元
は
塩
津
北
保
育
園
の
園

庭
で
し
た
の
で
、
使
え
る
も
の

は
流
用
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

丸
型
う
ん
て
い
と
鉄
棒
は
そ
の

ま
ま
残
し
、
滑
り
台
は
場
所
を

移
し
て
使
用
し
ま
す
。
土
管
や

登
り
棒
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な

ど
は
撤
去
し
、
ブ
ラ
ン
コ
も
撤

去
し
ま
す
が
、
新
し
い
ブ
ラ
ン

コ
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

●
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

（
第
85
号
議
案
）　

　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
館

の
大
規
模
改
造
工
事
に
よ
る
施

設
及
び
設
備
器
具
の
更
新
に
伴

い
、
使
用
料
の
改
定
等
を
行
う

も
の
で
す
。
改
定
の
内
容
は
次

ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
武
道
館
会
議
室
を
廃
止

し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
と
な
り
ま
す
。

容
と
な
っ
て
お
り
、
妥
当
で
あ

る
。

反
対
思
想
、
信
条
、
宗
教
に
関

す
る
個
人
情
報
の
収
集
制
限
規

定
が
な
く
な
る
等
、
現
在
の
条

例
よ
り
後
退
す
る
部
分
が
あ
る
。

ま
た
、
要
配
慮
個
人
情
報
に
関

し
、
社
会
的
差
別
の
恐
れ
の
あ

る
個
人
情
報
を
条
例
で
追
加
し

て
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現

在
の
と
こ
ろ
市
で
は
収
集
し
て

い
な
い
の
で
必
要
な
い
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
消
極
的
な
姿
勢

は
改
め
る
よ
う
求
め
る
。

●
児
童
遊
園
地
の
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改 

　
正

（
第
84
号
議
案
）

●
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

　
法
律
施
行
条
例
の
制
定

（
第
83
号
議
案
）

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
条
例
に
基
づ
い
て
実
施
し
て

き
た
本
市
の
個
人
情
報
の
取
扱

い
を
令
和
５
年
度
か
ら
同
法
に

基
づ
い
て
実
施
す
る
た
め
、
同

法
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
す
。

●
総
務
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

こ
れ
ま
で
の
条
例
に
よ
る

取
扱
い
か
ら
の
変
更
点
は
何
か
。

答　

基
本
的
な
部
分
は
こ
れ
ま

で
の
取
扱
い
が
踏
襲
さ
れ
ま
す

が
、
一
部
変
更
点
も
あ
り
ま
す
。

　

大
き
く
３
点
述
べ
る
と
、
１

点
目
は
、
条
例
で
規
定
し
て
い

る
事
項
の
う
ち
、
法
律
で
規
律

さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
思
想
、

信
条
、
宗
教
に
関
す
る
個
人
情

報
等
、
い
わ
ゆ
る
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
情
報
の
収
集
制
限
の
規
定
が

法
律
で
は
規
律
が
さ
れ
な
い
等

が
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
事
務
を
開
始
す
る
と
き

は
、
こ
れ
ま
で
個
人
情
報
取
扱

事
務
登
録
簿
に
登
録
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
個
人
情

報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
作
成
・
公
表

す
る
取
扱
い
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
蒲
郡
市
個
人
情

報
保
護
審
議
会
の
役
割
が
縮
小

さ
れ
、
法
律
の
解
釈
・
運
用
や

監
視
等
を
行
う
組
織
が
国
の
個

人
情
報
保
護
委
員
会
に
一
元
化

さ
れ
ま
す
。

●
本
会
議
で
の
主
な
論
点

賛
成
活
発
化
す
る
官
民
や
地
域

の
枠
を
超
え
た
デ
ー
タ
利
活
用

に
対
応
す
る
た
め
、
別
個
の
法

令
に
よ
る
規
律
に
よ
り
生
じ
て

き
た
旧
法
制
の
不
均
衡
・
不
整

合
を
是
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
律
で
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
で

市
独
自
の
規
定
を
設
け
る
な
ど
、

個
人
情
報
の
保
護
に
資
す
る
内

反
対
柔
道
場
や
剣
道
場
の
専
用

利
用
は
、
一
番
利
用
の
多
い
夜

間
で
は
９
０
０
円
も
上
が
る
。

年
金
が
下
が
る
一
方
、
物
価
が

ど
ん
ど
ん
高
く
な
り
、
実
質
賃

金
も
下
が
っ
て
市
民
の
生
活
は

苦
し
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
と
き
に
市
民
の
健
康
づ
く

り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
取
組
の
場
で

あ
る
武
道
場
の
値
上
げ
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
。

 

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

　
推
薦

（
第
87
号
議
案
）

　

委
員
水
藤
典
子
氏
の
任
期
が

令
和
５
年
３
月
31
日
に
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
同
氏
を
引
き
続

き
、
ま
た
委
員
鈴
木
祥
司
氏
が

同
日
に
辞
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、

與
田
智
昭
氏
を
委
員
の
候
補
者

と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
異
議
の
無
い

旨
決
し
ま
し
た
。


